
1/17は
防災・

ボランティア
の日上：こころふれあう羽鳥の会と羽鳥地区防災士会の避難所運営

ゲーム（HUG訓練）　中：消防本部・消防団合同の文化財火災
防ぎょ訓練　下：おがわ地区コミュニティ開催の防災イベント

再
点
検
！

我
が
家
の

防
災

「
何
が
起
き
る
か
」
を
想
像
し
な
が
ら

　
平
成
23
年
東
日
本
大
震
災
以
降
も
平
成
26
年
長
野
県

北
部
、
平
成
28
年
熊
本
、
平
成
30
年
胆
振
東
部
と
い
っ
た
、

住
居
の
全
壊
が
起
こ
る
よ
う
な
大
き
な
地
震
が
頻
繁
に
発

生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
で
は
震
度
６
弱
以
上
の
地
震

が
、
30
年
以
内
に
80
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
｟全
国
地
震
動
予
測
地
図
２
０
２
０
年
版
｠
。
災
害
が
発
生
し

た
と
き
に
「
何
が
起
き
る
か
」
を
想
像
す
る
こ
と
で
、
自
分

に
あ
っ
た
備
え
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

災
害
直
後
は
家
で
の
備
え
が
力
を
発
揮

家族と防災用品を点検しました

は最低３日分が必要というこ

とや、消毒液やマスクなど、

時代によって必要なもの

が変化していることに

気づきました。定期的

な点検が大切ですね。

宮川 健さん（十二所）

学生時代に災害ボランティアに参加した経験

から、各家庭の備えの重要性がコロナ禍でさ

らに増していると感じています。我が家は、

こころふれあう羽鳥の会から配布された防

災チェックシートを使って、非常持出品と備

蓄品を家族でチェックしてみました。備蓄品

あ
な
た
の
家
で
は
、
災
害
へ
の
備
え
を
し
て

い
ま
す
か
。
非
常
持
出
品
・
備
蓄
品
の
保

管
場
所
は
、
家
族
全
員
が
知
っ
て
い
ま
す
か
。

「
誰
か
が
備
え
て
い
て
く
れ
る
か
ら
大
丈

夫
」と
人
任
せ
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

災
害
は
突
然
起
き
る
も
の
。だ
か
ら
こ
そ
、

日
頃
の
備
え
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に
力
を

発
揮
し
ま
す
。

住
ん
で
い
る
場
所
や
家
族
構
成
で
、
備
え
る

も
の
や
避
難
の
手
段
が
変
わ
り
ま
す
。こ
の

機
会
に
、
自
分
と
家
族
に
あ
っ
た
「
我
が
家

の
防
災
」を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
災
害
の
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、
救
命
活
動
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
｟
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
・
通
信
｠
の
復
旧
が
行
き
届

き
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
頼
り
に
な
る
の
は
、

家
で
の
備
蓄
な
ど
自
分
で
で
き
る
備
え
で
す
。

年月日 震央地 最大震度

2022/3/26 福島県沖 6強

2021/2/13 福島県沖 6強

2019/6/18 山形県沖 6強

2019/2/21 胆振地方中東部 6弱

2019/1/3 熊本県熊本地方 6弱

2018/9/6 胆振地方中東部 7

2018/6/18 大阪府北部 6弱

2016/12/28 茨城県北部 6弱

▲近年発生した震度6弱以上の地震

（気象庁ホームページから作成）

震度6弱は、立っていることが困難になり、固定してい

ない家具の大半が移動し、倒れることがあるほどの揺

れです。

他
に
備
え
忘
れ
が
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
確
認
ね
！

備
蓄
品
は
、
最
低
３
日
分
が
必
要

ら
し
い
ね
。
水
は
１
人
１
日
３
ℓ
が

目
安
だ
か
ら…

３
人
家
族
の
ウ
チ
は

27
ℓ
の
飲
料
水
が
必
要
だ
ね
！
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自
宅
の
あ
る
地
区
に
浸

水
害
の
危
険
が
あ
る
な
ど
、

身
の
安
全
が
確
保
で
き
な

い
場
合
、
市
指
定
の
避
難

所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

自
宅
の
安
全
が
確
保
で
き

る
場
合
、
感
染
症
対
策
な

ど
か
ら
在
宅
避
難
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。
自
分
や
家

族
の
状
況
も
踏
ま
え
て
避

難
方
法
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

の
準
備

公的機関による避難所開設
や救命活動、ライフライン
（電気・水道・ガス）の復旧
など。

自助だけで対応できない
大きな問題に対処するため
の、地域内での防災。

自分自身や家族単位で行う、最も基本的な防災です。家での備え
だけでなく、家族間の情報共有などが含まれます。感染症対策や
避難先に向かうまでの危険性などから、自宅の安全が確保できる
場合は在宅避難がおすすめです。

自助

公助共助

被
害
を
最
小
限
に
！

災
害
発
生
直
後
に
す
ぐ
役
立
つ
の
は
、
家
族
と
の
備
え
・
家
で
の
備
え
で
す
。災
害
前
後
に

何
を
行
う
べ
き
か
知
っ
て
お
く
こ
と
が
、被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

©東京消防庁

近年発生した地震における家具類の
転倒・落下・移動が原因のけが人の割合

熊本地震（一般住宅）

（2016.4.14/16）

岩手・宮城内陸地震
（2008.6.14）

新潟県中越沖地震
（2007.7.16）

能登半島地震
（2007.3.25）

福岡県西方沖地震
（2005.3.20）

新潟県中越地震
（2004.10.23）

十勝沖地震
（2003.9.26）

宮城県北部地震
（2003.7.26）
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熊本地震（高層マンション）

（2016.4.14/16）
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家
具
の
転
倒・落
下・移
動
防
止

　
地
震
発
生
時
の
ケ
ガ
の
30
～
50
％
は
、
家
具
類

の
転
倒
・落
下
・移
動
が
原
因
で
す
。
こ
れ
は
火
災

の
原
因
や
避
難
経
路
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。
収

納
家
具
の
数
を
絞
っ
て
集
中
的
に
収
納
す
る
、
家

具
を
安
全
な
場
所
に
設
置
す
る
、
家
具
を
固
定
す

る
な
ど
、
地
震
に
強
い
部
屋
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ

う
。家

具
類
の
転
倒
・
落
下

・
移
動

防
止
対
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

©
東
京
消
防
庁

の
対
応

災
害
後

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認

　
災
害
時
、
自
分
の
住
む
地
域
に
ど
の
よ
う
な
危

険
が
あ
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※

４
月
に
改
訂
版
冊
子
を
全
戸
配

布
予
定
で
す
。

詳細はこちら

公
助
の
役
割

共
助
の
役
割

　

災
害
前

家
族
を
守
る

備
蓄

　
備
え
忘
れ
が
な
い
よ
う
、
非
常
持
出
品
・
備
蓄

品
の
両
方
を
Ｐ
９
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
備
蓄
品
の
場
合
、
水
・
食
料
の
目
安
は

１
人
３
日
分
で
す
。
ま
た
断
水
の
可
能
性
を
考

慮
し
、
簡
易
ト
イ
レ

も
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
服
用
中
の

薬
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
な
ど
、
個
人
で
必

要
な
も
の
も
忘
れ
ず

に
。家

族
で
ル
ー
ル
を
決
め
る

　
災
害
発
生
時
は
連
絡
を
取
る
こ
と
が
難
し
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
家
族
で

避
難
先
や
避
難
ル
ー
ト
、
安
否
確
認
の
方
法
を

共
有
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
確
認
し
、
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

作
成
す
る
な
ど
、
家

族
で
災
害
発
生
時
に

ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
る
の
か
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

小
美
玉
市
防
災
サ
イ
ト

　
大
規
模
災
害
の
発
生
時
、
市
内
の
情
報
収
集

に
役
立
つ
の
が
小
美
玉
市
防
災
サ
イ
ト
で
す
。

緊
急
情
報
が
配
信
さ
れ
る
ほ
か
、
気
象
情
報
や

停
電
情
報
、
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
、
災
害

状
況
を
入
手
で
き
る

リ
ン
ク
先
が
一
覧
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平
時

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

在
宅
避
難
か
？
避
難
所
か
？

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

　
洪
水
な
ど
の
危
険
が
迫
っ
た
時
、
家
族
で
い
つ

何
を
す
る
か
時
間
別
で
決
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
記
入
例
を
確
認
で
き
ま
す
。
詳細はこちら

防災サイト

はこちら

公
助
は
、
市
役
所
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
な

ど
に
よ
る
公
的
な
支
援
を
指
し
ま
す
。
市
は

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
避
難
所
の
整
備

や
他
市
町
村
・

市
内
外
民
間
企

業
と
の
連
携
協

定
締
結
な
ど
、

災
害
発
生
時
の

体
制
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
共
助
は
、
自
分
や
家
族
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
近
所
の
方

や
地
区
の
方
と
一
緒
に
行
う
防
災
活
動
で
す
。

自
主
防
災
組
織

　
自
主
防
災
組
織
は
防
災
活
動
を
目
的
と
し

た
組
織
で
、
普
段
は
防
災
の
啓
発
活
動
、
地

域
の
危
険
箇
所
の
調
査
、
防
災
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
す
。
災
害
発
生
時
は
避
難
所
の
運
営

や
、
高
齢
者
な
ど
の
災
害
弱
者
へ
の
支
援
の

担
い
手
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
は
水
害
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
な
く
す
た

め
に
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進
し
て
い

ま
す
。
市
で
も
自
主
防
災
組
織
を
地
域
の
防

災
の
大
切
な
担
い
手
と
考
え
、
結
成
・
育
成

の
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

羽鳥小学校開催の羽鳥防災士会ロープワーク講座 市職員の避難所設営訓練

在宅避難

メリット

・人目が気にならない

デメリット

・食料確保や情報入手、事態が変わった時の判断

を自分でする必要がある

避難所

メリット

・食料や物資、情報が確保入手しやすい

・周りの人と励まし合えるため心強い

デメリット

・人目が気になる

・避難所にいる人みんなと同じリズムで生活する

・水回りなど共同で利用するため、衛生的な環境が

保たれにくい

備
え
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自分自身や家族単位で行う、最も基本的な防災です。家での備え
だけでなく、家族間の情報共有などが含まれます。感染症対策や
避難先に向かうまでの危険性などから、自宅の安全が確保できる
場合は在宅避難がおすすめです。

自助

公助共助

被
害
を
最
小
限
に
！

災
害
発
生
直
後
に
す
ぐ
役
立
つ
の
は
、
家
族
と
の
備
え
・
家
で
の
備
え
で
す
。災
害
前
後
に

何
を
行
う
べ
き
か
知
っ
て
お
く
こ
と
が
、被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。

©東京消防庁

近年発生した地震における家具類の
転倒・落下・移動が原因のけが人の割合

熊本地震（一般住宅）

（2016.4.14/16）

岩手・宮城内陸地震
（2008.6.14）

新潟県中越沖地震
（2007.7.16）

能登半島地震
（2007.3.25）

福岡県西方沖地震
（2005.3.20）

新潟県中越地震
（2004.10.23）

十勝沖地震
（2003.9.26）

宮城県北部地震
（2003.7.26）

0 10% 50%40%30%20%

熊本地震（高層マンション）

（2016.4.14/16）
40%

29.2%

49.4%

36.3%

41.2%

36%

29.4%

40.7%

44.6%

家
具
の
転
倒・落
下・移
動
防
止

　
地
震
発
生
時
の
ケ
ガ
の
30
～
50
％
は
、
家
具
類

の
転
倒
・落
下
・移
動
が
原
因
で
す
。
こ
れ
は
火
災

の
原
因
や
避
難
経
路
の
妨
げ
に
も
な
り
ま
す
。
収

納
家
具
の
数
を
絞
っ
て
集
中
的
に
収
納
す
る
、
家

具
を
安
全
な
場
所
に
設
置
す
る
、
家
具
を
固
定
す

る
な
ど
、
地
震
に
強
い
部
屋
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ

う
。家

具
類
の
転
倒
・
落
下

・
移
動

防
止
対
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

©
東
京
消
防
庁

の
対
応

災
害
後

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認

　
災
害
時
、
自
分
の
住
む
地
域
に
ど
の
よ
う
な
危

険
が
あ
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※

４
月
に
改
訂
版
冊
子
を
全
戸
配

布
予
定
で
す
。

詳細はこちら

公
助
の
役
割

共
助
の
役
割

　

災
害
前

家
族
を
守
る

備
蓄

　
備
え
忘
れ
が
な
い
よ
う
、
非
常
持
出
品
・
備
蓄

品
の
両
方
を
Ｐ
９
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
備
蓄
品
の
場
合
、
水
・
食
料
の
目
安
は

１
人
３
日
分
で
す
。
ま
た
断
水
の
可
能
性
を
考

慮
し
、
簡
易
ト
イ
レ

も
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
服
用
中
の

薬
や
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
な
ど
、
個
人
で
必

要
な
も
の
も
忘
れ
ず

に
。家

族
で
ル
ー
ル
を
決
め
る

　
災
害
発
生
時
は
連
絡
を
取
る
こ
と
が
難
し
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
家
族
で

避
難
先
や
避
難
ル
ー
ト
、
安
否
確
認
の
方
法
を

共
有
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
確
認
し
、
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

作
成
す
る
な
ど
、
家

族
で
災
害
発
生
時
に

ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
る
の
か
決
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

小
美
玉
市
防
災
サ
イ
ト

　
大
規
模
災
害
の
発
生
時
、
市
内
の
情
報
収
集

に
役
立
つ
の
が
小
美
玉
市
防
災
サ
イ
ト
で
す
。

緊
急
情
報
が
配
信
さ
れ
る
ほ
か
、
気
象
情
報
や

停
電
情
報
、
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
、
災
害

状
況
を
入
手
で
き
る

リ
ン
ク
先
が
一
覧
に

な
っ
て
い
ま
す
。
平
時

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

在
宅
避
難
か
？
避
難
所
か
？

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

　
洪
水
な
ど
の
危
険
が
迫
っ
た
時
、
家
族
で
い
つ

何
を
す
る
か
時
間
別
で
決
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
記
入
例
を
確
認
で
き
ま
す
。
詳細はこちら

防災サイト

はこちら

公
助
は
、
市
役
所
、
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
な

ど
に
よ
る
公
的
な
支
援
を
指
し
ま
す
。
市
は

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
避
難
所
の
整
備

や
他
市
町
村
・

市
内
外
民
間
企

業
と
の
連
携
協

定
締
結
な
ど
、

災
害
発
生
時
の

体
制
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
共
助
は
、
自
分
や
家
族
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
近
所
の
方

や
地
区
の
方
と
一
緒
に
行
う
防
災
活
動
で
す
。

自
主
防
災
組
織

　
自
主
防
災
組
織
は
防
災
活
動
を
目
的
と
し

た
組
織
で
、
普
段
は
防
災
の
啓
発
活
動
、
地

域
の
危
険
箇
所
の
調
査
、
防
災
訓
練
な
ど
を

行
い
ま
す
。
災
害
発
生
時
は
避
難
所
の
運
営

や
、
高
齢
者
な
ど
の
災
害
弱
者
へ
の
支
援
の

担
い
手
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
は
水
害
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
な
く
す
た

め
に
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を
促
進
し
て
い

ま
す
。
市
で
も
自
主
防
災
組
織
を
地
域
の
防

災
の
大
切
な
担
い
手
と
考
え
、
結
成
・
育
成

の
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

羽鳥小学校開催の羽鳥防災士会ロープワーク講座 市職員の避難所設営訓練

在宅避難

メリット

・人目が気にならない

デメリット

・食料確保や情報入手、事態が変わった時の判断

を自分でする必要がある

避難所

メリット

・食料や物資、情報が確保入手しやすい

・周りの人と励まし合えるため心強い

デメリット

・人目が気になる

・避難所にいる人みんなと同じリズムで生活する

・水回りなど共同で利用するため、衛生的な環境が

保たれにくい

備
え
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災
害
時
、迷
わ
ず
行
動
す
る
た
め
に

こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
羽
鳥
の
会

　会
長

　花
山 

俊
夫 

さ
ん参考： 寒川 一　監修『キャンプ×防災のプロが教える　新時代の防災術』株式会社　学研プラス、2021／川崎 憲一郎　編集『防災・防犯読本』株式会社笠倉出版社、2022／

　　　　 国崎 信江　監修『もしもに備える　みんなの防災BOOK』株式会社メディアソフト、2021

持出品・備蓄品チェックリスト
避難するときに最初に持ち出すものです。各々の事情に合わせて、
必要最低限のものをリュックなどに準備しておきましょう。

非常食
□飲料水
□レトルト食品
□缶詰（缶切り不要タイプ）
□アルファ米
□インスタント食品
□お菓子類

生活用品・衛生用品
□携帯ラジオ
□懐中電灯
□予備電池
□ロープ
□ナイフ
□ビニール袋（大・小）
□使い捨てカイロ
□ドライシャンプー
□ウェットティッシュ
□歯磨き用品
□災害用簡易トイレ
□現金・貴重品
□健康保険証（コピー可）
□通帳・印鑑

衣類
□ヘルメット
□衣類・下着
□毛布
□レインコート
□軍手（厚手の手袋）

乳幼児用品
□粉ミルク・ほ乳びん
□離乳食
□スプーン
□紙おむつ
□バスタオル
□だっこ紐
□母子手帳

要介護者のいる家庭
□介護用おむつ
□障害者手帳
□補助用具などの予備

医薬品
□救急薬品セット
□常備薬
□持病薬
□お薬手帳
□マスク

非常持出品

必要最低限のものだけでなく、自分や家族の事情に合わせて用意すればより安心です。
アウトドア用品は災害時にも役立ちます。 ※あくまで一例です。あると便利なもの

両手を空けられるうえ、自分の向いている方向
に常に光をあてられるので便利。

□ヘッドライト

□ポータブル電源
携帯電話の充電だけ
でなく、扇風機や電
気毛布などにも使え
る。

□浄水器・浄水剤
飲料水が手元にない
場合は、川の水や雨
水をろ過して飲める
手段があると安心。

避難所生活で、まわりの音や明るさが気になる
ときに。

□アイマスク・耳栓

□サバイバルシート
アルミが貼り付けら
れ た 保 温 性 の 高 い
シートで、体を包み体
温 を 維 持 で きる 。

□ランタン
消費電力が少なく長
寿命なLEDのものが
使いやすい。

マジックペンでメモ・書置きとしても使える。耐
久性の高い布製のものが良い。

□ガムテープ

食器やコップとしてだけでなく、たき火やコンロ
で煮炊きするのにも使えて便利。

□金属製カップ
長期間の避難生活になると、衛生面や身だしな
みが気になってくる。

□抗菌・消臭スプレー
在宅避難生活のほか、壊れたものや飛散したガ
ラスを片付けるのにも役立つ。

□掃除用具

□マルチツール
ナイフ・ハサミ・缶切
り・ドライバーなどが
ひとまとめになってお
り、かさばらず便利。

□モバイルバッテリー
情報収集・安否確認
に必要な携帯電話を
充電するため、あると
安心。

食料品
□非常食（レトルト食品、缶詰など）
□食器類
□はし・スプーン
□ラップフィルム

生活用品
□カセットコンロ
□予備のボンベ
□野外バーベキュー用品
□燃料（木炭・固形燃料など）
□給水用ポリタンク
□洗面用具、ドライシャンプー

生活用水・飲料水
□4人なら飲料水（3日分）は36ℓ必要

その他
□ホイッスル、ビニールシート
□新聞紙、災害用簡易トイレ
□生理用品、工具類

救援物資が届くまでの間、自足するものです。一人3日分を目安に備蓄しましょう。
飲料水は1人あたり1日3リットル必要です。備蓄品

美
野
里
消
防
署

　救
急
救
命
士

　井
坂 

彰
吾 

さ
ん

「
ま
さ
か
自
分
が…

」は
誰
に
で
も

救
命
の
バ
ト
ン
を
我
々
が
引
き
継
ぐ
ま
で
の
間
︑

居
合
わ
せ
た
人
の
お
か
げ
で

助
か
る
命
は
非
常
に
多
い
で
す
︒

緊
急
時
︑市
民
の
皆
さ
ん
の
力
が

と
て
も
大
き
い
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
！

1人あたり1日
3ℓの飲料水が必要！

12ℓ × 3日分＝36ℓ

× 4人＝12ℓ /1日
家 族

救
急
救
命
士
の
お
仕
事

　
普
段
は
事
務
処
理
や
訓
練
の
ほ
か
、
地
域

の
消
防
用
設
備
を
点
検
し
た
り
、
避
難
訓
練

や
救
急
講
習
会
に
出
張
し
た
り
し
ま
す
。
ま

た
、
緊
急
車
両
の
進
入
に
支
障
が
な
い
か
、
地

域
の
道
路
状
況
の
確
認
は
常
に
行
い
ま
す
。

　
緊
急
時
は
救
急
車
で
現
場
へ
出
動
。
そ
の

場
で
で
き
る
適
切
な
処
置
を
し
、
病
院
ま
で

搬
送
し
ま
す
。
大
規
模
地
震
は
負
傷
者
が
多

く
な
り
、
病
院
が
ひ
っ
迫
状
態
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
病
院
の
空
き
状
況
を

確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
し
ま
す
。

二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
に

　
地
震
発
生
時
は
家
中
が
散
乱
し
、
火
災
な

ど
二
次
災
害
が
起
き
や
す
く
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な

り
が
ち
で
す
。
火
の
元
は
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
。
ま

た
、
非
常
持
出
品
の
位
置
は
家
族
全
員
で
確

認
し
ま
し
ょ
う
｟持
病
の
あ
る
方
は
薬
の
位
置

も
｠
。
少
し
で
も
備
え
て
お
け
ば
、
行
動
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
、
気
持
ち
に
余
裕
が
で
き
ま
す
。

災
害
は
他
人
事
で
は
な
く
自
分
事

　
自
動
車
事
故
で
出
動
し
た
時
、
「
ま
さ
か
自

分
が…

」
と
漏
ら
す
人
を
多
く
見
か
け
ま
し

た
。
災
害
も
こ
れ
と
同
じ
で
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
に
で
も
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
す
。

身
近
な
も
の
と
し
て
、
他
人
事
で
は
な
く
自

分
事
と
し
て
捉
え
て
ほ
し
い
で
す
。

会
の
取
り
組
み

　
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
羽
鳥
の
会
は
、
羽
鳥
地
区

に
あ
る
14
行
政
区
で
連
携
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
、
現
在
会
員
数
１
６
０
０
名
で
す
。
地
区
の

防
災
計
画
の
策
定
や
、
災
害
時
に
役
立
つ

ロ
ー
プ
の
結
び
方
を
羽
鳥
小
学
校
で
講
義
す

る
な
ど
、
実
践
的
な
備
え
を
し
て
い
ま
す
。

防
災
は
事
前
の
訓
練
が
重
要

　
災
害
が
実
際
に
起
き
た
時
、
迷
わ
ず
に
行

動
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
ど
う
い
う
状
況
で
ど
う
い
う
判
断

を
す
べ
き
か
、
家
族
で
家
の
防
災
計
画
を
立

て
て
お
く
な
ど
、
事
前
の
訓
練
が
重
要
で
す
。

備
え
て
い
な
い
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
頭
が

真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

食
品
以
外
に
ト
イ
レ
の
備
蓄
も
！

　
備
蓄
品
は
、
食
品
や
飲
料
水
だ
け
で
な
く
、

ト
イ
レ
の
備
え
も
重
要
。
仮
設
ト
イ
レ
と
凝

固
剤
は
セ
ッ
ト
で
揃
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
災

害
発
生
時
だ
け
の
も
の
と
考
え
る
と
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
ス
ム
ー
ズ
に
使
え
な
い
の
で
、

使
用
期
限
が
近
く
な
っ
た
も
の
を
定
期
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
災
害
時
を
想
定
し
て
実
際
に

使
っ
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

小
美
玉
市
は
震
度
６
強
を
想
定
し
て
防
災
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
︒

家
︑地
域
︑市
の
計
画
す
べ
て
で
︑こ
の
基
準
に

統
一
し
な
が
ら
備
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
︒
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災
害
時
、迷
わ
ず
行
動
す
る
た
め
に

こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
羽
鳥
の
会

　会
長

　花
山 

俊
夫 

さ
ん参考： 寒川 一　監修『キャンプ×防災のプロが教える　新時代の防災術』株式会社　学研プラス、2021／川崎 憲一郎　編集『防災・防犯読本』株式会社笠倉出版社、2022／

　　　　 国崎 信江　監修『もしもに備える　みんなの防災BOOK』株式会社メディアソフト、2021

持出品・備蓄品チェックリスト
避難するときに最初に持ち出すものです。各々の事情に合わせて、
必要最低限のものをリュックなどに準備しておきましょう。

非常食
□飲料水
□レトルト食品
□缶詰（缶切り不要タイプ）
□アルファ米
□インスタント食品
□お菓子類

生活用品・衛生用品
□携帯ラジオ
□懐中電灯
□予備電池
□ロープ
□ナイフ
□ビニール袋（大・小）
□使い捨てカイロ
□ドライシャンプー
□ウェットティッシュ
□歯磨き用品
□災害用簡易トイレ
□現金・貴重品
□健康保険証（コピー可）
□通帳・印鑑

衣類
□ヘルメット
□衣類・下着
□毛布
□レインコート
□軍手（厚手の手袋）

乳幼児用品
□粉ミルク・ほ乳びん
□離乳食
□スプーン
□紙おむつ
□バスタオル
□だっこ紐
□母子手帳

要介護者のいる家庭
□介護用おむつ
□障害者手帳
□補助用具などの予備

医薬品
□救急薬品セット
□常備薬
□持病薬
□お薬手帳
□マスク

非常持出品

必要最低限のものだけでなく、自分や家族の事情に合わせて用意すればより安心です。
アウトドア用品は災害時にも役立ちます。 ※あくまで一例です。あると便利なもの

両手を空けられるうえ、自分の向いている方向
に常に光をあてられるので便利。

□ヘッドライト

□ポータブル電源
携帯電話の充電だけ
でなく、扇風機や電
気毛布などにも使え
る。

□浄水器・浄水剤
飲料水が手元にない
場合は、川の水や雨
水をろ過して飲める
手段があると安心。

避難所生活で、まわりの音や明るさが気になる
ときに。

□アイマスク・耳栓

□サバイバルシート
アルミが貼り付けら
れ た 保 温 性 の 高 い
シートで、体を包み体
温 を 維 持 で きる 。

□ランタン
消費電力が少なく長
寿命なLEDのものが
使いやすい。

マジックペンでメモ・書置きとしても使える。耐
久性の高い布製のものが良い。

□ガムテープ

食器やコップとしてだけでなく、たき火やコンロ
で煮炊きするのにも使えて便利。

□金属製カップ
長期間の避難生活になると、衛生面や身だしな
みが気になってくる。

□抗菌・消臭スプレー
在宅避難生活のほか、壊れたものや飛散したガ
ラスを片付けるのにも役立つ。

□掃除用具

□マルチツール
ナイフ・ハサミ・缶切
り・ドライバーなどが
ひとまとめになってお
り、かさばらず便利。

□モバイルバッテリー
情報収集・安否確認
に必要な携帯電話を
充電するため、あると
安心。

食料品
□非常食（レトルト食品、缶詰など）
□食器類
□はし・スプーン
□ラップフィルム

生活用品
□カセットコンロ
□予備のボンベ
□野外バーベキュー用品
□燃料（木炭・固形燃料など）
□給水用ポリタンク
□洗面用具、ドライシャンプー

生活用水・飲料水
□4人なら飲料水（3日分）は36ℓ必要

その他
□ホイッスル、ビニールシート
□新聞紙、災害用簡易トイレ
□生理用品、工具類

救援物資が届くまでの間、自足するものです。一人3日分を目安に備蓄しましょう。
飲料水は1人あたり1日3リットル必要です。備蓄品

美
野
里
消
防
署

　救
急
救
命
士

　井
坂 

彰
吾 

さ
ん

「
ま
さ
か
自
分
が…

」は
誰
に
で
も

救
命
の
バ
ト
ン
を
我
々
が
引
き
継
ぐ
ま
で
の
間
︑

居
合
わ
せ
た
人
の
お
か
げ
で

助
か
る
命
は
非
常
に
多
い
で
す
︒

緊
急
時
︑市
民
の
皆
さ
ん
の
力
が

と
て
も
大
き
い
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
！

1人あたり1日
3ℓの飲料水が必要！

12ℓ × 3日分＝36ℓ

× 4人＝12ℓ /1日
家 族

救
急
救
命
士
の
お
仕
事

　
普
段
は
事
務
処
理
や
訓
練
の
ほ
か
、
地
域

の
消
防
用
設
備
を
点
検
し
た
り
、
避
難
訓
練

や
救
急
講
習
会
に
出
張
し
た
り
し
ま
す
。
ま

た
、
緊
急
車
両
の
進
入
に
支
障
が
な
い
か
、
地

域
の
道
路
状
況
の
確
認
は
常
に
行
い
ま
す
。

　
緊
急
時
は
救
急
車
で
現
場
へ
出
動
。
そ
の

場
で
で
き
る
適
切
な
処
置
を
し
、
病
院
ま
で

搬
送
し
ま
す
。
大
規
模
地
震
は
負
傷
者
が
多

く
な
り
、
病
院
が
ひ
っ
迫
状
態
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
病
院
の
空
き
状
況
を

確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
し
ま
す
。

二
次
災
害
を
防
ぐ
た
め
に

　
地
震
発
生
時
は
家
中
が
散
乱
し
、
火
災
な

ど
二
次
災
害
が
起
き
や
す
く
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な

り
が
ち
で
す
。
火
の
元
は
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
。
ま

た
、
非
常
持
出
品
の
位
置
は
家
族
全
員
で
確

認
し
ま
し
ょ
う
｟持
病
の
あ
る
方
は
薬
の
位
置

も
｠
。
少
し
で
も
備
え
て
お
け
ば
、
行
動
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
、
気
持
ち
に
余
裕
が
で
き
ま
す
。

災
害
は
他
人
事
で
は
な
く
自
分
事

　
自
動
車
事
故
で
出
動
し
た
時
、
「
ま
さ
か
自

分
が…

」
と
漏
ら
す
人
を
多
く
見
か
け
ま
し

た
。
災
害
も
こ
れ
と
同
じ
で
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
に
で
も
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
す
。

身
近
な
も
の
と
し
て
、
他
人
事
で
は
な
く
自

分
事
と
し
て
捉
え
て
ほ
し
い
で
す
。

会
の
取
り
組
み

　
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
羽
鳥
の
会
は
、
羽
鳥
地
区

に
あ
る
14
行
政
区
で
連
携
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
、
現
在
会
員
数
１
６
０
０
名
で
す
。
地
区
の

防
災
計
画
の
策
定
や
、
災
害
時
に
役
立
つ

ロ
ー
プ
の
結
び
方
を
羽
鳥
小
学
校
で
講
義
す

る
な
ど
、
実
践
的
な
備
え
を
し
て
い
ま
す
。

防
災
は
事
前
の
訓
練
が
重
要

　
災
害
が
実
際
に
起
き
た
時
、
迷
わ
ず
に
行

動
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
ど
う
い
う
状
況
で
ど
う
い
う
判
断

を
す
べ
き
か
、
家
族
で
家
の
防
災
計
画
を
立

て
て
お
く
な
ど
、
事
前
の
訓
練
が
重
要
で
す
。

備
え
て
い
な
い
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
頭
が

真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

食
品
以
外
に
ト
イ
レ
の
備
蓄
も
！

　
備
蓄
品
は
、
食
品
や
飲
料
水
だ
け
で
な
く
、

ト
イ
レ
の
備
え
も
重
要
。
仮
設
ト
イ
レ
と
凝

固
剤
は
セ
ッ
ト
で
揃
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
災

害
発
生
時
だ
け
の
も
の
と
考
え
る
と
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
ス
ム
ー
ズ
に
使
え
な
い
の
で
、

使
用
期
限
が
近
く
な
っ
た
も
の
を
定
期
的
に

チ
ェ
ッ
ク
し
、
災
害
時
を
想
定
し
て
実
際
に

使
っ
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

小
美
玉
市
は
震
度
６
強
を
想
定
し
て
防
災
計

画
を
策
定
し
て
い
ま
す
︒

家
︑地
域
︑市
の
計
画
す
べ
て
で
︑こ
の
基
準
に

統
一
し
な
が
ら
備
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
︒
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